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１ 在籍生徒数   

１年15名 ２年15名 ３年15名  計45名（令和６年５月１日現在） 

 

２ 分教室の教育目標 

 

多様な学習経験を積み重ね、自ら学ぶ意欲や豊かな社会性を育てるとともに働き続けるために 

必要な知識や技能を高め、社会参加に向けた実践的な力を育てる。 

 

目標について  

「自ら学ぶ意欲や豊かな社会性」 

→自分の目標に向かって学習する 

→ルールやマナーを守り、みんなで過ごす 

「働き続けるために必要な知識や技能」 

→体力、コミュニケーション、責任感、作業能力  など                             

「社会参加に向けた実践的な力」 

→社会の一員として自分で考え、行動できる  

 

３ 分教室の志願資格の条件 

 

○集団活動中心の学習が可能であること(健康面･生活面での常時の配慮を必要としないこと) 

○自力通学が可能であること 

 

４ 分教室の授業（各授業の説明と時間割）  

 

（１）登下校時間 

 午前日課 短縮日課 平常日課 

登校時間 ８：40 

下校時間 11：45 14：10 15：10 

   

 （２）学習内容   

   ①毎日運動を行い、体力をつけます。 

   ・朝のトレーニング 

 

   ②働く体験をして学びます。 

・受注作業学習………校内で職場での作業の基本を学びます。 

 

・職業体験学習………近隣地域の事業所等の協力を得て職場体験をします。仕事に対するイメー

ジを持つとともに、自分の能力について知り、この体験をもとに進路を考

えていきます。 

物流ケースの整理整頓作業 図書館での図書の配架作業 クリーニング後のたたみ作業 

中古車の洗車作業 老人ホームでのリネン交換作業  

 

③卒業後の自立と社会参加に向けた実践的な学習 

様々な場面を想定して体験的に学ぶことにより、必要な力を身に付けていきます。 

リネン班（おしぼりタオルの選別・梱包） 解体班（電子機器分解） 

パッケージ班（袋の選別、チラシ入れ） データ班（パソコンによるデータの修正） 

環境整備班（清掃作業・事務補助）  



 （３）日課表   
  有馬分教室時間割  
   
   月 火 水 木 金  
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12:00 

      昼食 
 

日常生活の指導 10 分  

12:20 

      昼休み 
 

 

  

昼     食 12:40 

     

       体育 

昼        食  

  
日常生活の指導 10 分 日常生活の指導 10 分  

昼 休 み 昼 休 み  

13:25 
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総合的な探究 

 

＊4 週に 1 回 

余暇学習 

 

13:30 更衣  

  13:45 個別学習  

  14:00   ＨＲ  

14:15 
14:10 下校  

 
  清掃 清掃  

 
  更衣 更衣  

14:45   個別学習 個別学習  

15:00 

15:10 
  HR HR  

 

職業体験学習 

/ 

受注作業学習 

休憩 20 分 

 

 

 

 

受注作業学習 

 

 

 

 
 休憩 20 分 



５ 分教室の行事 

 

１学期 ２学期 ３学期 

・始業式・入学式（本校） 

・新入生歓迎会 

・対面式（交流行事） 

・学年保護者会・進路説明会 

・個別面談 

・有馬高校体育祭（交流行事） 

・校内実習（１年） 

・現場実習（２、３年） 

・１年遠足 

・２年遠足 

・３年校外学習 

・進路面談 

・終業式 

・始業式 

・有馬高校文化祭（交流行事） 

・個別面談 

・３年修学旅行 

・１年校外学習 

・２年校外学習 

・現場実習（全学年） 

・進路面談 

・授業参観 

・終業式 

 

 

・始業式 

・生徒会役員選挙 

・ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ大会(交流行事) 

・ひまわりまつり（本校） 

・休日授業参観 

・個別面談 

・１年清掃技能検定 

・２年校外学習 

・３年卒業遠足 

・３年生を送る会 

・卒業式（本校） 

・合唱コンクール（交流行事） 

・修了式・離退任式（本校） 

  ＊この他、生徒会主催の行事、相模向陽館分教室との交流、本校での芸術鑑賞会などもあります。 

＊行事予定は状況により変更することがあります。 

 

６ 交流 

   

・設置校である有馬高校の行事に参加し交流の機会としています。 

・本校や相模向陽館分教室との交流授業を行います。 

 

 

７ 余暇学習 

  

 「総合的な探究の時間」の授業に月１回「余暇学習」として学年縦割りの編成で学習しています。 

         

      

 

 

 

 

 

・特別教室の利用の状況によって活動場所を決めています。 

・生徒の話し合いや利用可能な場所の都合で活動内容を決めます。 

 

   ＊この他、特別支援学校体育連盟の陸上記録会やバスケットボール大会への参加希望を募り、相

模向陽館分教室と合同で参加することもあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 活動内容 活動場所 

運動・

駅伝部 

ボッチャ、サッカー、ランニングな

ど 

屋外、体育館、格技場など 

文化部 描画・手芸・音楽など 教室など 



８ 進路指導（卒業後の進路） 

 

 （１）主な進路関係行事 

     

   校内から校外（現場）へ、グループから個別へと段階的に経験を積み重ねます。 

現場実習は、自宅から実習先に通勤し、１日６～８時間働きます。 

   

１年春：校内実習（２週間）     １年秋：現場実習（１～２週間程度）  

２年春：現場実習（２週間）   ２年秋：現場実習（２週間） 

３年春：現場実習（２～３週間） ３年秋：現場実習（２～３週間） 

 

（２）卒業生の進路状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 生活 

 

（１）通学 

 ・通学路は交通量の多い道路です。過去には重大事故も発生していますので、特に注意が必要です。 

  ・社家駅から決められた通学路を通ります。 

   ※バスや鉄道の利用・他路線への乗り換え方・IC乗車券の利用・手帳の提示の仕方など複雑化して 

います。また、遅延・不通時や災害時のトラブル対応等も日頃から意識した取り組みが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

卒業生数 15 12 12 

進学    

企業就労 10 ７ ８ 

職業訓練機関 １ １ ２ 

就労移行支援 ２ １ １ 

就労継続支援 １ ２ １ 

自立訓練   １  

地域活動支援センター    

重障心身障害者通園    

地域作業所・他 １   

相模線「社家駅」より徒歩12分 

 



 
（２）通学服 

・指定する制服はありませんが、通学服として大まかな基準を決めています。 

紺黒系統のスーツ（無地）あるいはブレザーにスラックスまたはスカート、 

白ワイシャツまたは白ブラウスを着用します。 

スラックスの場合はネクタイ、スカートの場合はリボンを付けます。 

（ネクタイ、リボンは赤・えんじ色系） 

※有馬高校の制服は着用できません。 
 
（３）体操服 

 ・指定の体操服を購入していただき、校内では体操服を着用して過ごすことを基本としています。 

      体操服一式；ジャージ上下（長袖長ズボン)・Ｔシャツ・ハーフパンツ(半袖、膝丈パンツ)・ウイ 

ンドブレーカー（防寒着・任意）→総計 ￥19,200－（令和６年度の例） 

・上履きとは別に体育館履きが必要です。 
 

（４）貴重品の扱い 

   財布や定期、携帯電話などの貴重品類は登校後、各学年でまとめ、職員室で保管しています。 

 

（５）アルバイト 

   アルバイトを希望する場合は、学校生活に影響のない範囲で、ご家庭と本人とで十分に検討をし 

ていただきます。また、実施においては保護者の責任において行い、学校にアルバイト届を提出後、 

面接を受けていただきます。 

 

（６）昼食 

   給食はありません。お弁当を持参して教室で食べます。有馬高校の売店は分教室の授業時間と重

なっているため利用できませんが、自動販売機（飲み物・パン）は利用することができます。 

 

 

１０ 校舎・教室配置図 

 

 
 

 


